
　

棚底地区振興会　　会報№２４７（８、７、１）

 　　fax６３－７５４４

倉岳町棚底１７８６－４

棚底地区

コミュニティセンター

℡６４－３６６４

棚
底
地
区
振
興
会
報

ア
イ
ラ
ト
ビ
カ
ズ
ラ

令和８年７月号

棚底地区振興会

振
興
会
で
は
、
今
年
度
も

避
難
場
所
を
運
営
し
ま
す
！

昨
年
８
月
に
県
内
各
地
で
発
生
し

た
集
中
豪
雨
に
伴
う
甚
大
な
被
害
は
、

本
市
で
も
本
渡
や
栖
本
、
有
明
地
区
な

ど
で
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど

が
相
次
ぎ
、
道
路
の
決
壊
、
土
砂
崩
れ
、

家
屋
の
浸
水
被
害
な
ど
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

そ
ん
な
中
、
５
月
２
９
日
か
ら
警
報

や
注
意
報
な
ど
、
災
害
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
る
場
合
に
気
象
庁
が
発
表
す

る
「
防
災
気
象
情
報
」
が
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
「
河
川
氾
濫
」「
大
雨
」「
土

砂
災
害
」「
高
潮
」
の
危
険
度
の
伝
わ
り

方
が
避
難
情
報
と
一
対
一
で
対
応
す

る
よ
う
変
更
さ
れ
、
警
報
・
注
意
報
の

情
報
名
に
「
レ
ベ
ル
」
が
付
き
ま
し
た
。

「
レ
ベ
ル
３
大
雨
警
報
」
は
、
高
齢
者

な
ど
避
難
に
時
間
を
要
す
る
人
は
早

め
に
避
難
、
ま
た
は
避
難
の
準
備
を
。

「
レ
ベ
ル
４
大
雨
危
険
警
報
」
は
避
難

指
示
に
相
当
。
こ
こ
ま
で
に
危
険
な
場

所
か
ら
全
員
避
難
す
る
こ
と
が
重
要

で
、
「
レ
ベ
ル
５
大
雨
特
別
警
報
」
は
、

す
で
に
災
害
が
発
生
、
命
の
危
機
が

迫
っ
て
い
る
状
況
な
の
で
、
直
ち
に
安

全
確
保
を
と
る
行
動
が
大
切
で
す
。

振
興
会
で
は
、
今
年
度
も
避
難
場
所

の
運
営
業
務
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
大
雨
や
台
風
の
シ
ー

ズ
ン
に
な
り
ま
す
。
避
難
場
所
が
開
設

さ
れ
た
場
合
は
、
躊
躇
な
く
早
目
の
避

難
を
お
願
い
し
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
７
人

(

う
ち
女
性
３
人)

で
、
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

健
康
福
祉
部
会
で
は
、
梅
雨
真
っ
只

中
の
６
月
２
０
日(

土)

、
棚
底
地
区
内

の
子
ど
も
た
ち
と
高
齢
者
ら
が
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
「
世
代
間
交
流
事
業
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
中
体
連
な
ど
他
の
行
事
と

重
な
っ
た
影
響
で
、
児
童
生
徒
の
参
加

が
少
な
く
心
配
し
ま
し
た
が
、
高
齢
者

や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
何

と
か
例
年
通
り
の
グ
ル
ー
プ
分
け
が
出

来
ま
し
た
。
試
合
は
、
ス
ロ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
ビ
ー
ン
ボ
ー
リ
ン
グ
、
囲
碁
ボ
ー
ル
、

ボ
ッ
チ
ャ
の
４
種
目
を
１
チ
ー
ム
５
人

編
成
で
８
チ
ー
ム
が
優
勝
を
目
指
し
て

競
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、
初
め
て
と
い

う
人
も
多
か
っ
た
が
、
見
よ
う
見
ま
ね

で
す
ぐ
に
要
領
を
掴
み
、
高
得
点
を
目

指
し
て
１
球
１
球
丁
寧
に
投
じ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
中
に
は
、
全
然
的
外
れ

の
処
に
転
が
り
、
大
声
で
「
ア
ー
ア
ー
」

と
叫
び
な
が
ら
残
念
が
る
人
も
い
て

と
て
も
賑
わ
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
皆
さ
ん
「
楽
し
か
っ
た
、
ま

た
参
加
し
た
い
」
と
異
口
同
音
に
感
想

を
述
べ
、
沢
山
の
団
体
賞
と
参
加
賞
、

お
弁
当
な
ど
を
貰
っ
て
帰
路
に
着
か

れ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
と
高
齢
者

ら
が
交
流
を
深
め
る
！

世
代
間
交
流
事
業

【ストライクめがけて渾身の１球＝ビーンボーリング】【どこを狙おうかな＝囲碁ボール】

【Hチーム（宮崎さんら）が見事優勝＝表彰式】
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1,118（-3）

宮　田 411

2,248 2,233（-15)合　計 1,121

棚　底

浦 254（-1）255 523

411（0）

５月末 ４月末

人　　口

　人口動静

世　帯　数

５月末

高齢化率
５４.７２％

798（-3)

４月末

455 916（-8）

801

453（-2） 924

519（-4)

今月の人口

主な行事予定

今月の石垣散策トイレ掃除当番

地域づくり部会 毎週 水、土曜日

めいどサロン 毎週 月曜日

７月 ２日（木）行政区長会

７月 ５日（日）棚底城跡草刈作業

７月 ６日（月）市民ふれあい座談会

７月１０日（金）防犯パトロール

（予定のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

棚
底
城
通
信
第
１
２
１
号

倉
岳
町
で
は
、
昭
和
４
７
年
の
上
天

草
大
水
害
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
、
「
大

雨
に
よ
る
土
砂
災
害
」
を
想
定
し
た
町

内
一
斉
避
難
訓
練
を
６
月
１
４
日(

日)

に
実
施
し
た
。

当
日
は
曇
り
空
の
中
、
午
前
９
時
の

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
合
図
に
、
避
難
行
動

や
避
難
経
路
を
確
認
し
な
が
ら
避
難
場

所
で
の
受
付
訓
練
な
ど
を
行
っ
た
。

あ
け
ぼ
の
地
区
で
は
、
実
際
の
災
害

発
生
時
を
想
定
し
て
、
貴
重
品
や
非
常

食
、
防
災
グ
ッ
ズ
な
ど
の
入
っ
た
非
常

持
出
袋
を
背
負
っ
て
真
剣
に
避
難
し
て

こ
ら
れ
る
人
も
い
た
。
一
方
、
消
防
団

は
、
高
齢
者
な
ど
体
の
不
自
由
な
人
が

取
り
残
さ
れ
て
い
な
い
か
要
支
援
者
宅

を
本
番
さ
な
が
ら
に
確
認
し
て
回
っ
た
。

ま
た
、
自
主
防
災
会
の
役
員
は
、
要

支
援
者
を
車
い
す
で
搬
送
す
る
際
の
手

順
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
使
い
方
、
支

援
体
制
の
確
認
、
注
意
事
項
な
ど
に
つ

い
て
情
報
を
共
有
し
た
。

こ
れ
か
ら
梅
雨
末
期
に
か
け
て
大
雨

の
時
季
を
迎
え
ま
す
。
近
年
は
、
豪
雨

な
ど
の
自
然
災
害
が
各
地
で
頻
発
し
て

お
り
、
い
つ
ど
こ
で
災
害
が
起
き
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
日
頃

か
ら
の
備
え
は
非
常
に
重
要
で
、
今
回

の
訓
練
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
経
験
を
活

か
し
、
今
後
も
地
域
全
体
で
防
災
力
の

向
上
に
努
め
て
行
け
れ
ば
と
思
っ
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
さ
ん

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

「
倉
岳
町
内
一
斉
避
難
訓
練
」

地
域
全
体
で
防
災
力
の

向
上
に
努
め
よ
う

！

棚底城跡のガイダンス施設である「天草戦国

ミュージアム」の建設は、昨年７月の起工式から１

年が経過しました。６月上旬の時点で、屋根・躯体・

外壁の工事がほとんど完了し、内装や電気設備等

の工事が進んでいます。また、ガイダンス施設の展

示内容も具体的に固まりつつあります。

近隣の皆さんには、ご不便・ご迷惑をおかけしま

すが、引き続きご理解とご協力を賜りますようお願

い申し上げます。

（天草市文化課 牧野）

～天草戦国ミュージアムの進捗～

【完成イメージ図＝国道２６６号線から】

【訓練終了後、記念撮影＝２区参加者ら】 【車イスでの避難訓練＝５区要支援者】


